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論文内容の要旨

三郎

インパルス応答行列W( t ， τ) が変係数をもっ入出力状態微分方程式で表わされるシステムで実現可

能であるための必要十分条件は、 W( t ， τ) がW( t ， τ)=P( t)Q(τ)の形に分解可能であるごとが

知られている。しかし行列W( t ， τ) が与えられたとき、上の形に分解できるかできないかという問題

について多くの考察がなされているにもかかわらず、まだ完全な解決が得られていなしh 第 1 章では、

W( t ， τ) が実現可能であるための見通しのよい必要十分条件を与え、これを用いて、行列W( t ， τ)が

実現可能で、あるかないかを判定する手順を示す。さらに計算機による W( t ， τ) の実現に関連する問題

として、実現不可能なインパルス応答行列の近似的実現、および、近い“距離"にある二つの実現可

能なインパルス応答行列の関係についても考察する。

定常なインパルス応答行列W( t ， τ) を定係数をもっ入出力;[九態微分方程式で表わされるシステム

で実現したとき、もしその状態空間の次元が最小ならば、そのシステムは完全可制御であり、さらに

に11 W( t , T) 11 dτ が有界ならば、そのシステムは指数関数的安定であることが知られている o し
かし非定常な W( t ， τ) については一般にそのようなことがいえなしh第 2 章では、非定常な W( t ， τ) 

が変係数をもっ入出力状態微分方程式で表わされる完全可制御なシステムで実現されるための必要十

分条件を与える。また、 W( t ， τ) が有界な変係数をもっ入出力状態微分方程式で表わされるシステ

ムで実現されるための十分条件わよび必要条件を示す。さらに、 W( t ， τ) が有界な変係数をもっ入

出力状態微分方程式で表わされる、一様制限的安定なシステムで実現されるための必要十分条件およ

び指数間数的安定なシステムで実現されるための十分条件と必要条件を示す。
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論文の審査結果の要旨

線形のdynamical system において入出力聞のインパルス応答行列が与えられた場合、その入出力

関係を実現する状態微分方程式を構成することが問題になる。まずインパルス応答行列が実現可能で

あるための見通しのよい必要十分条件を与え、これに基づ、いてインパルス応答行列が実現可能かどう

かを判定するアルゴリズムを導いている Oこの結果は計算機で具体的にシステムを構成する場合に重要

な役割を果すものである。実現不可能なインパルス応答行列の近似的実現も論じている。さらに有界

な変係数をもちかっ安定なシステムで実現されるための条件を明らかにしてわり、この結果はシステ

ム理論の分野において興事未深い。

以上の研究によって、インパルス応答行列の実現に関して重要な知見を得たものであると認める。
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